
１．はじめに

　本ビームラインは高輝度 X線の利用を目的とし１９９９年

夏に建設され、同年１０月より２０００年３月末までコミッショ

ニングを行ない２０００年４月より共同利用が開始され現在に

至っている。２００１年度は大きな仕様変更は行われず、また

実験ステーションにも大きなトラブルはなく、順調にユー

ザー利用に供された。

　共同利用では大きく分類すると時分割小角散乱実験、時

分割結晶構造解析実験、蛍光 X線分析実験が行われた。

２．ビームラインの現状

　BL４０XUはヘリカルアンジュレータを光源とし、分光器

を用いないことにより、高輝度 X線の利用を可能にした

ビームラインである。すなわち、ヘリカルアンジュレータ

の放射軸上に集中して放射される一次光をフロントエンド

スリットによって切り出し、分光することなく実験ハッチ

に導くことで、二結晶分光器を用いて単色化された光の

１００倍以上の輝度を持つ X線を利用することができる。実

験に使用できる X線のエネルギーは、アンジュレータの

ギャップを変えることにより変化する一次光のエネルギー

によってきまり、そのエネルギー領域は８ keV～１６.５keV

である。本ビームラインの光学系は非常にシンプルで、水

平集光用（長さ４００㎜，幅７０㎜，厚さ５０㎜）および垂直集

光用（長さ４００㎜，幅５０㎜，厚さ５０㎜）の２枚の水冷ミラー

と２組の水冷スリットから構成されている。フロントエン

ドスリットによって一次光のみに切り出されたX線は、２

枚のミラーによって集光される。ミラーは光源とフォーカ

ス点を４：１に分ける位置に設置されているので、全体と

して４：１の縮小光学系となっている。集光はそれぞれの

ミラーを SPring-８ 標準のクランプ回転型湾曲機構により

湾曲させることによって行なわれる。ミラーの湾曲を最適

化した場合、サンプル位置でのビームサイズは垂直４０�×

水平２５０�（FWHM）である。サンプル位置ではどのエネ

ルギー領域においても、X線のスペクトルには一次光のピー

クしか観測されず、理想的な二次光の除去が実現されてい

る。またミラーの湾曲を最適化したときのビームサイズは、

どのエネルギーにおいてもほとんど変化しない。各エネル

ギーにおけるフラックスは８ keVのとき６.５×１０１４ photons/sec、

１０keVのとき９.０×１０１４ photons/sec、１１.５keVのとき３.０×

１０１５photons/sec、１２.４keVのとき１.０×１０１５ photons/sec、

１５keVのとき６.０×１０１４ photons/secである。これらの値は、

分光器を持つ標準アンジュレータビームラインと比較する

と１００倍程度になっており、設計値に近い性能を実現して

いる。

　今年度の共同利用実験では各ユーザーにより精力的に実

験が行われ、それぞれの分野でめざましい成果があげられ

た。時分割X線小角散乱実験や時分割回折実験では、これ

まで不可能であった時間分解能での実験が可能になった。

また蛍光X線分析実験では、微量元素の検出限界の更新に

成功した。これらの成果はいずれも本ビームラインの最大

の特色である“高輝度 X線”を活かしたことによる。今後

も本ビームラインの利用が様々な分野に拡大され、それぞ

れに未知の領域の開拓がなされることが期待される。
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